
長
崎
大
学
教
育
学
部
准
教
授
。一
九
九
七
年
東
北
学
院
大

学
教
育
学
部
教
養
学
科
卒
業
。二
〇
〇
四
年
東
北
大
学
医

学
系
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。東
北
労
災
病
院
非
常
勤
職

員
、東
北
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
行
動
医
学
分
野
非

常
勤
講
師
を
経
て
、二
〇
〇
九
年
よ
り
長
崎
大
学
に
着
任
。

二
〇
一
五
年
よ
り
現
職
。保
健
・
医
療
推
進
セ
ン
タ
ー
、子
ど

も
の
心
の
医
療
・
教
育
セ
ン
タ
ー
を
兼
任
。専
門
分
野
は
臨

床
心
理
学
、公
衆
衛
生
学
・
健
康
科
学
、内
科
学
一
般（
心
身

医
学
を
含
む
）。

田
山　
淳 

准
教
授

心理、運動、栄養など
複合的な要素で包括的に研究
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Text by Jun TAYAMA

長崎大学で行われてい
る研究の一端を、研究
者が自らの言葉で語る
コーナー。今後につなが
る研究の“芽”をご紹介し
ます。

大学の
研究
最前線
Research Frontiers 14

慢
性
疾
患
の
心
身
相
関
を

セ
ル
フ
ケ
ア
で
コン
ト
ロ
ー
ル

大
学
の
研
究
最
前
線
14 R

esearch Frontiers
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慢
性
疾
患
の
症
状
は
心
身
両
面
に
現
れ
ま

す
。
心
身
両
面
に
現
れ
る
症
状
は
相
互
に
影
響

を
与
え
る
関
係
に
あ
り
、
こ
れ
を
心
身
相
関
と

呼
び
ま
す
。
例
え
ば
、
ス
ト
レ
ス
に
よ
っ
て
胃

の
不
快
感
が
起
こ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
心
身
相
関

で
す
。
古
代
・
中
世
に
お
け
る
哲
学
の
主
要

テ
ー
マ
の
一
つ
で
し
た
が
、
近
世
以
降
は
科
学

の
関
心
テ
ー
マ
で
も
あ
り
ま
す
。
私
の
大
学
院

生
時
代
の
恩
師
で
あ
る
東
北
大
学
大
学
院
行
動

医
学
分
野
の
福
土
審
博
士
は
、
慢
性
疾
患
で
あ

る
過
敏
性
腸
症
候
群
の
心
身
相
関
（
正
式
に
は

脳
腸
相
関
）
に
お
い
て
C
R
H
と
い
う
ス
ト
レ

ス
ホ
ル
モ
ン
が
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る

こ
と
を
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
か
ら
明
ら
か
に
し

ま
し
た
。
C
R
H
の
よ
う
な
心
と
体
を
つ
な

ぐ
媒
介
物
質
の
同
定
の
次
の
段
階
と
し
て
、

媒
介
物
質
を
直
接
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
方
法

や
心
身
相
関
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
方
法
な

ど
の
開
発
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
私
が
研

究
対
象
と
し
て
き
た
の
が
、
非
薬
物
療
法
で

あ
る
セ
ル
フ
ケ
ア
で
す
。

　

こ
の
セ
ル
フ
ケ
ア
が
、
実
は
現
代
の
医
療
制

度
の
中
で
と
て
も
重
要
な
役
割
を
担
い
ま
す
。

例
え
ば
、
あ
る
慢
性
疾
患
の
方
々
に
対
し
て
セ

ル
フ
ケ
ア
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
と
、
多

く
の
方
の
医
療
費
の
自
己
負
担
が
約
半
分
程
度

に
抑
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
あ
る
臨
床
試
験
で

は
、
生
活
の
質
、
う
つ
・
不
安
な
ど
の
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
不
良
が
セ
ル
フ
ケ
ア
に
よ
っ
て
改
善

す
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
慢
性
疾
患
に
は

薬
物
療
法
に
よ
る
措
置
が
必
要
不
可
欠
で
す

が
、
多
く
の
非
薬
物
療
法
の
要
素
で
構
成
さ
れ

る
セ
ル
フ
ケ
ア
も
必
要
不
可
欠
で
す
。
セ
ル
フ

ケ
ア
の
核
心
は
、
病
気
を
治
す
こ
と
で
は
な

く
、
症
状
や
生
活
習
慣
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
感
を

身
に
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
病
気
と
長
く
上
手

に
付
き
合
っ
て
い
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

私
の
主
な
研
究
分
野
が
心
理
学
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
の
は
心
理
的

セ
ル
フ
ケ
ア
研
究
で
し
た
。
二
〇
一
〇
年
に
保

険
適
用
化
さ
れ
た
認
知
行
動
療
法
と
い
う
心
理

療
法
も
、
セ
ル
フ
ケ
ア
要
素
を
多
分
に
含
む
方

法
で
す
。
認
知
行
動
療
法
は
、
う
つ
の
治
療
法

と
し
て
開
発
さ
れ
た
ヒ
ト
の
高
次
脳
（
特
に
前

頭
前
野
）
に
働
き
か
け
る
方
法
で
、
現
在
で
は

慢
性
疾
患
の
ケ
ア
に
も
広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
認
知
行
動
療
法
で
は
、
私
た
ち
の
日
常
で

湧
き
起
こ
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
考
え
（
認
知
）
に

フ
ォ
ー
カ
ス
を
当
て
ま
す
。
日
常
的
に
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
事
象
に
注
意
が
向
き
や
す
い
傾
向

（
注
意
バ
イ
ア
ス
）
に
つ
な
が
る
認
知
的
な
ズ

レ
や
ク
セ
を
修
正
し
、
心
の
機
能
を
正
常
化

し
、
さ
ら
に
は
心
の
機
能
の
正
常
化
を
介
し
て

身
体
症
状
の
軽
減
を
図
る
方
法
で
す
。
セ
ル
フ

ケ
ア
で
重
要
な
の
は
、
効
果
の
持
続
で
す
。
私

た
ち
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
認
知
行
動
療

法
は
、
介
入
が
終
了
し
て
か
ら
六
カ
月
後
と
一

年
後
に
も
う
つ
症
状
を
軽
減
さ
せ
続
け
る
こ
と

な
ど
を
明
ら
か
に
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
、
セ
ル
フ
ケ
ア
に
は
自
ら
が
主
体
的
に
学
ぶ

と
い
う
行
為
が
伴
う
た
め
、
セ
ル
フ
ケ
ア
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
醍
醐
味
は
、
実
施
後
に
も
そ
の
効

果
が
持
続
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

近
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
認
知
行
動
療
法
の

臨
床
試
験
が
日
本
で
行
わ
れ
、
そ
の
有
効
性
が

示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
事
実
は
、
セ
ル

フ
ケ
ア
要
素
の
一
部
が
今
後
さ
ら
に
自
動
化
さ

れ
て
い
く
可
能
性
と
、
I
C
T
と
セ
ル
フ
ケ
ア

も
一
部
つ
な
が
り
を
持
っ
て
発
展
す
る
可
能
性

を
そ
れ
ぞ
れ
示
唆
し
て
い
ま
す
。
セ
ル
フ
ケ
ア

の
自
動
化
で
は
、
注
意
も
必
要
で
す
。
私
た
ち

の
未
公
表
デ
ー
タ
で
は
、
人
手
を
用
い
ず

I
C
T
の
み
を
用
い
た
認
知
行
動
療
法
の
効
果

は
、
ヒ
ト
を
介
し
た
認
知
行
動
療
法
の
実
践
に

比
べ
て
持
続
時
間
が
短
い
こ
と
を
示
す
エ
ビ
デ

ン
ス
を
得
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
要

素
の
中
に
は
自
動
化
に
向
い
て
い
る
要
素
と
向

い
て
い
な
い
要
素
が
あ
る
た
め
、
部
分
的
な
自

動
化
が
現
実
的
で
す
。

　

私
た
ち
の
最
近
の
研
究
で
は
、
I
C
T
機
器

で
セ
ル
フ
ケ
ア
を
部
分
的
に
自
動
化
し
て
提
供

し
て
お
り
、
自
動
化
部
分
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効

果
検
証
を
心
身
両
面
の
指
標
を
用
い
て
行
っ
て

い
ま
す
。
過
敏
性
腸
症
候
群
、
が
ん
患
者
、
I

型
糖
尿
病
患
者
な
ど
の
慢
性
疾
患
患
者
を
対
象

と
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
（
図
1
：
パ
ソ
コ
ン
を
用

い
た
心
理
的
セ
ル
フ
ケ
ア
に
よ
る
心
身
相
関
異

常
の
正
常
化
）
や
i
P
a
d
（
左
下
写
真
：
I

型
糖
尿
病
患
児
を
対
象
と
し
た
セ
ル
フ
ケ
ア
）

な
ど
の
I
C
T
機
器
を
利
用
し
、
前
述
の
認
知

行
動
療
法
の
よ
う
に
日
常
で
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
事

象
に
注
意
が
向
き
や
す
い
傾
向
を
修
正
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
病
院
の
待
合
室
な
ど
、
短
い

時
間
を
利
用
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
方
向
に
向
く
注
意
を
、
図
の
よ
う
に

強
制
的
に
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
方
向
の
ボ
タ
ン
押
し

を
す
る
訓
練
に
よ
っ
て
修
正
す
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
方
法
は
「
注
意
バ
イ
ア
ス
修
正
法
」
と
呼

ば
れ
ま
す
。
不
安
症
の
治
療
法
と
し
て
開
発
さ

れ
た
方
法
で
す
が
、
近
年
私
た
ち
は
、
こ
の

方
法
が
慢
性
疾
患
の
方
々
に
見
ら
れ
る
心
身

相
関
異
常
の
正
常
化
に
も
有
効
で
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
こ
の
方
法
を
二
カ

月
程
度
続
け
る
と
、
体
の
患
部
に
過
剰
に
向

け
ら
れ
る
注
意
が
減
弱
す
る
と
と
も
に
、脳

波α
お
よ
び
β
パ
ワ
ー
%
を
指
標
と
す
る
脳
全

体
の
機
能
が
正
常
化
す
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
（
図
2
）。

　

現
在
、
慢
性
疾
患
の
研
究
で
は
、
心
理
、
栄

養
、
運
動
と
い
っ
た
複
合
的
要
素
で
構
成
さ
れ

る
包
括
的
セ
ル
フ
ケ
ア
研
究
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
も
特
に
、
栄
養
学
的
要
素
が
重

要
視
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
疾
患
種
に
も
よ
り

ま
す
が
、
多
く
の
包
括
的
セ
ル
フ
ケ
ア
で
は
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
全
体
の
約
三
分
の
一
が
食
に
関
す

る
要
素
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
栄
養
学
的
な

セ
ル
フ
ケ
ア
の
要
素
が
重
視
さ
れ
て
き
て
い
る

背
景
と
し
て
、ω
3
系
脂
肪
酸
（
魚
に
含
有
さ

れ
る
D
H
A
や
E
P
A
な
ど
）
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
改
善
効
果
や
、
腸
内
細
菌
の
多
様
性
と
健

康
の
関
係
に
つ
い
て
の
研
究
知
見
が
近
年
急
速

に
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
関
与
し
て
い
ま
す
。

現
在
進
行
中
の
私
た
ち
の
研
究
で
は
、
食
事
療

法
の
要
素
を
導
入
し
た
包
括
的
セ
ル
フ
ケ
ア
の

効
果
を
、
脳　-

　

腸
内
細
菌
の
連
関
関
係
を
指
標

と
し
た
心
身
相
関
研
究
に
よ
っ
て
検
討
し
て
い

ま
す
。
こ
の
研
究
で
、
よ
り
効
果
的
な
慢
性
疾

患
の
セ
ル
フ
ケ
ア
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に
つ

な
げ
る
予
定
で
す
。

PCを用いた心理的セルフケアによる
心身相関異常の正常化

心理的セルフケア ABMシーケンス図1

図2 効果 - 心身相関異常の正常化

身体症状減少

相
互
作
用

脳波の正常化

I型糖尿病患児を対象とした
セルフケア

非
薬
物
療
法
で
慢
性
疾
患
と

長
く
上
手
に
つ
き
あ
う

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
入
力
し
て
行
う

注
意
バ
イ
ア
ス
修
正
法
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３枚の画面の切り替え時に、手元のボ
タンでポジティブな画像を選ぶ訓練に
より心身相関を正常にしていきます。


